
 
 

一
時
間
半
で
四
六
二
筆 

 

大
通
り
に
集
ま
っ
た
の
は
、

盛
岡
市
内
会
員
が
中
心
で
、

他
に
、
宮
古
の
漁
業
者
や
遠

野
、
気
仙
に
住
む
支
援
者
も

含
め
て
、
総
勢
で
二
三
人
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
危
険

を
訴
え
る
パ
ネ
ル
を
路
傍
に

立
て
か
け
、「
放
射
能
を
海
に

流
す
な
」
の
横
断
幕
を
立
て
、

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
道
行
く

人
々
に
「
海
を
放
射
能
で
汚

し
て
か
ら
で
は
遅
い
。
署
名

に
ご
協
力
を
！
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
署
名
行
動
は
十

一
時
か
ら
十
二
時
半
ま
で
の

短
時
間
で
し
た
が
、
四
六
二

人
が
署
名
を
し
ま
し
た
。 

か
な
り
の
人
が
「再
処
理
工

場
」を
知
ら
な
い 

チ
ラ
シ
（「
止
め
よ
う
！
再

処
理
」
ミ
ニ
コ
ミ
三
三
号
）

を
九
百
部
準
備
し
、
道
行
く

人
々
に
「
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

と
話
し
か
け
な
が
ら
、
説
明

を
加
え
署
名
を
訴
え
ま
し
た
。 

驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
隣

県
青
森
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
悪
影
響
を
受
け
よ
う
と

し
て
い
る
岩
手
な
の
に
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
に
つ
い
て

「
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
人
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

「
再
処
理
工
場
は
原
子
力
発

電
所
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と

か
、「
流
さ
れ
る
廃
液
は
管
理

さ
れ
て
い
て
放
射
能
は
少
な

い
は
ず
」
と
か
い
う
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。 

 原
発
の
基
準
値
の
一
四
〇

〇
倍
の
放
射
能
数
値
に
驚

き 

「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
、

一
一
月
に
は
、
原
発
の
基
準

値
の
約
一
四
〇
〇
倍
も
の
濃

度
の
放
射
性
廃
液
を
流
し
た

化
学
工
場
で
す
」
と
説
明
す

る
と
び
っ
く
り
し
て
い
る
人

が
多
く
い
ま
し
た
。
チ
ラ
シ

を
受
け
取
っ
て
読
ん
で
み
て
、

わ
ざ
わ
ざ
引
き
返
し
て
署
名

を
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
話
を
聞
い
て

く
れ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
署
名

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
署
名
行
動
に
つ
い

て
は
、
岩
手
県
内
テ
レ
ビ
局

一
社
と
青
森
県
内
新
聞
社
一

社
が
取
材
し
報
道
し
ま
し
た
。 

三陸の海を放射能から守る                           
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青
森
県
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
廃
液
が
下
北
の
海
を
汚
し

始
め
ま
し
た
が
、
「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
」
が
提
起
し
た
「
海
に
、
空
に
、
放
射
能
を
放
出
し
な
い

こ
と
」「
放
射
能
除
去
装
置
で
放
射
能
を
取
り
除
く
こ
と
」
を

国
へ
要
請
す
る
た
め
の
署
名
運
動
は
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
第
一
次
集
約
の
五
月
連
休
直
前
ま
で
に
、「
岩

手
の
会
」
事
務
局
に
届
い
た
署
名
の
総
数
は
、
一
万
一
五
〇

〇
筆
を
数
え
ま
し
た
。
署
名
は
全
国
三
十
三
都
道
府
県
か
ら

届
い
て
お
り
、
予
想
を
超
え
る
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

盛
岡
で
も
、
桜
や
梅
が
一
斉
に
満
開
と
な
っ
た
四
月
三
〇

日
、「
盛
岡
城
跡
公
園
」
近
く
の
繁
華
街
の
大
通
り
で
署
名
行

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
岩
手
で
は
、
宮
古
や
気
仙
な

ど
各
地
で
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 



 
 

四
月
二
一
日
、
二
二
日
、

東
京
代
々
木
公
園
を
中
心
に

「
ア
ー
ス
デ
ィ
・
東
京
・
二

〇
〇
七
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
日
間
で
約
十
万
人
の

人
出
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
手
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
込
め
て
三
人
が
参
加
し
、 

 

三
陸
の
海
を
守
る
た
め
の
緊

急
の
課
題
で
あ
る
「
海
に
、

空
に
、
放
射
能
を
流
さ
な
い
。

放
射
能
除
去
装
置
を
付
け

よ
」
の
署
名
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。 

 

二
一
日
、
土
曜
日
の
夕
方

に
は
有
機
農
産
物
の
流
通
を

手
が
け
る
『
ポ
ラ
ン
広
場
』

（
ポ
ラ
ン
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ

ー
ズ
デ
リ
バ
リ
）
さ
ん
の
お

取
り
計
ら
い
で
当
会
の
二
人

が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
岩
手

か
ら
の
、「
下
北
と
三
陸
の
海

を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
海

産
物
を
送
り
続
け
た
い
」
と

い
う
切
々
と
し
た
訴
え
は
参

会
者
の
大
き
な
共
感
を
呼
び

ま
し
た
。
こ
の
会
場
で
は
あ

っ
と
い
う
間
に
六
三
〇
筆
の

署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
の
二
二
日
に
は
、
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
を
模
し
た

テ
ン
ト
を
作
り
資
料
を
展
示

し
て
い
た
『 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

 
 

ｏ
ｒ 

Ｄ
ｉ
ｅ
？ 

Ｒ
ｏ
ｋ

ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｏ 

』
ブ
ー
ス
前
で

も
マ
イ
ク
を
持
つ
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
同
じ
く
私
た
ち

の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
・
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
』
ブ
ー
ス
が
近
か

っ
た
こ
と
も
幸
い
し
瞬
く
間 

油
断
禁
物
！ 

ア
ー
ス
デ
ィ
の
四
月
二
十

二
日
、
高
知
県
東
洋
町
町
民

は
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
最
終

処
分
場
調
査
反
対
派
の
沢
山

保
太
郎
氏
を
圧
倒
的
多
数
で

町
長
に
選
出
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
処
理
計
画
」
は
、
再

処
理
工
場
か
ら
出
る
廃
液
を

ガ
ラ
ス
と
一
緒
に
固
め
た
物

（
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
と
い
い

ま
す
）
を
三
十
〜
五
十
年
ほ

ど
水
中
で
保
管
し
、
減
衰
し 

に
約
八
五
〇
筆
も
の
署
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ア
ー
ス
デ

ィ
に
お
け
る
署
名
運
動
へ
の

大
き
な
反
響
は
、
私
た
ち
の

運
動
が
大
き
な
共
感
の
輪
を

広
げ
て
限
り
な
く
前
進
し
て

い
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
ま
し

た
。 

た
も
の
を
地
下
三
〇
〇
㍍
に

埋
設
し
て
数
百
年
間
隔
離
・

管
理
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
ガ
ラ
ス
固
化
の
技
術
も

未
だ
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は

到
底
い
え
な
い
技
術
で
す
。

「
人
が
そ
ば
に
立
つ
と
数
秒

で
死
に
至
る
」
ほ
ど
の
放
射

能
を
持
ち
、
高
熱
を
発
す
る

た
め
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
の
代
物
を
気
の

遠
く
な
る
ほ
ど
長
期
間
安
全

に
封
じ
込
め
て
い
ら
れ
る
保

証
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
回
の
東
洋
町
長
選
挙
で
は
、

国
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
や
り

方
が
鮮
明
で
あ
っ
た
た
め
多

く
の
町
民
が
拒
否
反
応
を
示

し
て
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
結

果
を
見
て
今
後
違
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
で
全
国
の
過
疎
地
、

赤
字
自
治
体
を
狙
っ
て
策
を

弄
（
ろ
う
）
し
て
く
る
こ
と

は
必
至
と
思
わ
れ
ま
す
。
再

処
理
の
、
ま
た
、
最
終
処
理

に
つ
い
て
の
、
情
報
が
全
国

津
々
浦
々
に
行
き
届
く
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。 

再
処
理
工
場
を 

動
か
す
べ
き
で
は
な
い 

再
処
理
工
場
を
動
か
し
毎

年
「
千
本
も
の
ガ
ラ
ス
固
化

体
」
を
生
み
出
す
再
処
理
操

業
を
進
め
よ
う
と
す
る
国
の

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
、

破
綻
目
前
で
す
。
す
で
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
依
託
し
て
再
処

理
し
た
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
が

返
還
さ
れ
、
一
三
一
〇
本
も

六
ヶ
所
村
貯
蔵
セ
ン
タ
ー
に

溜
ま
っ
て
い
ま
す
。「
国
は
青

森
県
を
最
終
処
分
場
に
は
し

な
い
と
約
束
し
た
」
と
し
て

ア
ク
テ
イ
ブ
試
験
を
受
け
入

れ
た
青
森
県
の
判
断
は
、
危

険
な
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
在
庫
を
増
や
し
た
だ
け

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ま
ま
、
隣
県
の
青
森

県
に
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
が

蓄
積
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、

岩
手
に
と
っ
て
、
海
へ
の
放

射
性
廃
液
放
出
と
と
も
に
、

看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、

再
処
理
工
場
の
停
止
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
月
の
放
射
能
廃
液

放
出
状
況 

日
本
原
燃
（
株
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
四
月
三
十
日
、
前
月

三
月
分
の
、
放
射
能
排
出
状
況

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
三
月
に
は 

ウ
ラ
ン
換
算
で
二
七
㌧
の
使
用

済
み
核
燃
料
一
四
五
体
を
処
理

し
ま
し
た
。
放
射
能
廃
液
の
放

出
は
、
こ
の
一
年
で
最
も
多
い

九
回
で
合
計
五
〇
二
一
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
に
達
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム

が
九
九
兆
ベ
ク
レ
ル
、
ヨ
ウ
素

１
２
９
が
三
八
〇
〇
万
ベ
ク
レ

ル
、
ヨ
ウ
素
１
３
１
は
二
〇
〇
万

ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。
九
回
の
放

出
の
う
ち
で
も
っ
と
も
濃
い
放

射
能
液
を
流
し
た
日
は
、
ト
リ

チ
ウ
ム
は
、
三
月
三
〇
日
で
、

一
般
原
発
の
濃
度
規
制
値
の
約

八
〇
七
倍
に
達
し
て
い
ま
し
た
。 

ヨ
ウ
素
１
２
９
は
三
月
三
一
日

に
四
・
五
倍
で
し
た
。 

昨
年

四
月
以
来
流
さ
れ
た
ト
リ
チ
ウ

ム
は
四
九
四
兆
ベ
ク
レ
ル
で
、

本
格
操
業
時
の
年
間
管
理
目
標

値
の
二
・
八
％
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
量
は
、
万

が
一
飲
み
込
ん
だ
場
合
、
一
二

七
二
人
を
死
亡
さ
せ
る
分
量
の

毒
物
で
す
。
下
北
の
海
の
生
態

系
破
壊
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。 

ア
ー
ス
デ
ィ
＝
一
九
七
〇
年
四
月
二
二
日
、
米
国
の
環
境
活
動
家
の

Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
氏
が
こ
の
日
を
「
ア
ー
ス
デ
イ
」
（
地
球
の
日
）
に
し

よ
う
と
提
言
し
、
当
時
全
米
学
生
自
治
会
長
だ
っ
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
学
生
の
デ
ニ
ス
・
ヘ
イ
ズ
氏
ら
が
運
動
を
始
め
、
全
米
で
延
べ
二

〇
〇
〇
万
人
が
「
地
球
を
守
る
た
め
の
自
発
的
行
動
」
に
参
加
し
た
。

一
九
九
〇
年
に
は
世
界
の
一
四
一
ヵ
国
約
二
億
人
が
参
加
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
日
本
で
も
札
幌
・
京
都
・
東
京
・
兵
庫
・
横
浜

な
ど
の
会
場
を
中
心
に
多
種
多
様
な
行
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。 

岩手から３人参加 

《止めよう！ 再処理》  
訴えに反響 

アースディＴＯＫＹＯ『ポラン広場』にて 

高
知
県
東
洋
町
町
長
選
挙 

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
調
査
反
対
派
勝
利 

 
 

「
岩
手
の
会
」
か
ら
連
帯
の
挨
拶
状
送
付 


